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【目的】 
 かつて世界一の透明度を誇った摩周湖の透明度低下が近年大きな問題として注目されている。しかし、弟子屈町は摩

周湖の透明度自体は、他の湖に比べ、透明度がまだ高いため、危機的な状況ではないと現在は考えており、最低限今の

ままの摩周湖を維持して、世界的にも貴重な自然環境をきれいなまま次世代に残していこうと考えている。 
 透明度の低下にはさまざまな原因が推測されるが、その一つに自動車の排気ガスがある。そこで、摩周湖保全の対策

として排気ガスから摩周湖を守るため、摩周湖展望台に通じる道道屈斜路摩周湖畔線のマイカー規制実験が行われた。

この摩周湖保全におけるハイブリッドバスによる代替輸送実験は代替輸送システム構築のための第一歩であり、本論文

では代替輸送システムによる摩周湖保全の可能性について考えた。 
【方法】 
第一に文献や各種資料を基に、摩周湖における環境問題の現状を明らかにした。第二に、実地調査及び関係資料・参

考文献を基に環境保全のための代替輸送システムの意義と限界を明らかにした。第三に、弟子屈町と釧路公立大学のア

ンケートを分析し、それに加え、補完調査として独自のアンケート調査を実施した。以上を踏まえ、摩周湖における環

境保全のための代替輸送システムの構築の可能性について明らかにした。 
【結論】 
アンケート分析から、今回のマイカー規制実験は、多くの観光客から認められていることがわかった。観光客もきれ

いなままの摩周湖であり続けることを望んでいる。弟子屈町は、代替輸送の手段としてハイブリッドバスを考えており、

マイカー規制が本格実施されると、理想としては 15 台～20 台のバスが必要になることを想定している。ただし、弟子

屈町の財政面から考えると、ハイブリッドバスを必要台数用意するのは難しいと思われる。もちろん、マイカー規制全

てがハイブリッドバスで運行されることが望ましいが、マイカーを規制して摩周湖へ向かう車の台数が減るだけでも効

果はあるはずので、予算を考えて 1 年に 1 台や 2 台ずつ増やしていくなど、徐々に台数を増やしていくことが必要であ

る。さらに、その他の環境負荷の少ない代替輸送手段を考えコストを抑えながら、環境保全できるように考えていかな

ければならない。マイカー規制が本格的に実施されると、自由に摩周湖に行けなくなり、不便に感じることもあろうが、

摩周湖の環境保全を考え、マイカー規制を行い、素晴らしい自然を後世にも残していかなければならない。 
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